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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＩＯＴ制御ユニットにおける無線伝送及び無線
式制御作用として、ユーザーが信号装置によって、駆逐
装置と相互コミュニケーションの無線伝送と制御を行う
ことが可能な駆逐装置の制御システムを提供する。
【解決手段】駆逐装置の制御システムは、駆逐装置１０
と、ＩＯＴ制御ユニット２０と、信号装置３０と、電源
装置４０とからなる。駆逐装置１０は、動物、昆虫の駆
逐装置、或いは捕獲訓練装置であり、ＩＯＴ制御ユニッ
ト２０は、制御処理モジュール２１と、駆動モジュール
２２と、無線通信モジュール２３とからなり、駆動モジ
ュール２２は駆逐装置１０と連結されるとともに、制御
処理モジュール２１と信号で連結され、無線通信モジュ
ール２３の信号は制御処理モジュール２１と信号で連結
され、信号装置３０は無線通信モジュール２３と連結さ
れ、電源装置４０は電気的に制御処理モジュール２１と
連結される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　駆逐装置と、ＩＯＴ制御ユニットと、信号装置と、電源装置とからなる、駆逐装置の制
御システムであって、
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、制御処理モジュールと、駆動モジュールと、無線通信モジ
ュールとからなり、前記駆動モジュールは、前記駆逐装置と連結されるとともに、前記駆
逐装置の状態信号を獲得し前記状態信号を前記制御処理モジュールへ伝送するため、前記
制御処理モジュールと信号で連結され、更に前記駆動モジュールは、前記制御処理モジュ
ールより伝送された制御指令を受け取ってから、前記駆逐装置に発送させ、また、前記無
線通信モジュールの信号は、前記状態信号を受け取るとともに前記制御指令を前記制御処
理モジュールに伝送するために、前記制御処理モジュールと信号で連結され、
　前記信号装置は、前記無線通信モジュールによって無線で前記状態信号を受信するとと
もに前記制御指令を前記無線通信モジュールに無線で発送するために、前記無線通信モジ
ュールと連結され、
　前記電源装置は、前記ＩＯＴ制御ユニットの電源を供給するために、電気的に前記制御
処理モジュールと連結されることを特徴とする、駆逐装置の制御システム。
【請求項２】
　前記駆逐装置は、動物、昆虫の駆逐装置、或いは捕獲訓練装置の内のいずれか一つであ
ることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項３】
　前記駆逐装置は、音波、超音波、振動、光線、臭いの方法で人間、野生動物、鼠、虫を
駆逐する駆逐装置の内のいずれか一つであることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装
置の制御システム。
【請求項４】
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、ＩＯＴ制御システム（ＩＯＴ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｙｓｔ
ｅｍ）から選定されることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項５】
　前記無線通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ）(登録商標)、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールの内のいずれか一つであることを特徴とする、
請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項６】
　前記制御処理モジュールは、センサー管理モジュールと信号で連結され、センサー管理
モジュールはセンサー（Ｓｅｎｓｏｒ）と連結され、それにより、前記センサー管理モジ
ュールは前記センサーのセンサー信号を受け取るとともに、前記駆動モジュールの指令に
よって前記駆逐装置を制御し作動させることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の
制御システム。
【請求項７】
　前記センサーは、光線、音声、接触、磁気、移動、レーダーを使用するセンサー装置の
内のいずれか一つであることを特徴とする、請求項６に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項８】
　前記制御処理モジュールは、マニュアル制御の表示インターフェース（Ｍａｎｕｌ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ａｎｄ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と連結され、前記マニュ
アル制御の表示インターフェースは、ハードウェアスイッチ及びＬＥＤ／ＬＣＤ表示機と
からなることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項９】
　前記信号装置は、個人情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ，ＰＤＡ）、携帯電話、ノートパソコン、タブレット端末、ゲートウェイ、時計、バ
ングル、ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ仮想現実）装置の内のいずれか一つであ
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ることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項１０】
　前記信号装置には、前記無線通信モジュールと相互受発信する信号装置通信モジュール
が設けられ、前記信号装置通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ）(登録商標)、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールの内のいずれか一つであること
を特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項１１】
　前記電源装置は、交流、直流、太陽エネルギーの電源供給装置の内のいずれか一つであ
ることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム。
【請求項１２】
　外部からの電源を管理するため、前記電源装置と前記制御処理モジュールの間に電源管
理モジュールが配置されることを特徴とする、請求項１に記載の駆逐装置の制御システム
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、駆逐装置の制御システムに関し、特に、ＩＯＴ制御ユニットにおける無線伝
送及び無線式制御作用して、ユーザーが信号装置によって、駆逐装置と相互コミュニケー
ションの無線伝送と制御を行うことが可能な、駆逐装置の制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　野生動物或いは鳥類は農作物を破壊したり、食べ物を盗み食いしたりして、又は病気を
広げ、或いは交通事故に及ぼし、小さい子供が噛まれて傷を負わせることの可能性があり
、世界各地で野生動物による農業経済の損失は天文学的数字であり、その種の動物による
侵害を防止するため、多種のトラップと毒薬剤が使用され、そして農作業の損失を低下す
る目的のために、たくさんの電気塀が作られていた。
【０００３】
　防鳥獣装置を例にあげると、伝統的な超音波防鳥獣装置は、一般的に振動回路で超音波
の周波数を発生させ、また、超音波防鳥獣装置を特定な場所に置くことによって、音波で
鳥獣に不快感を与えて駆逐することを目的とする。
【０００４】
　上述した従来の超音波防鳥獣装置、及びその他動物、昆虫駆逐装置、或いは捕獲訓練装
置の駆逐装置の構造、機能及び作用は大体限られており、更なる機能制御及び調整が出来
なくて、その中、特にユーザーへの無線伝送、制御が提供できず、また、その周波数の設
定も変更できないところから、その構造、機能、実用性には理想的ではなく、実に改善す
べきところがある。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は、ＩＯＴ制御ユニットの無線伝送及び無線式の制御作用により、ユーザーが信
号装置によって、駆逐装置と相互コミュニケーションの無線伝送と制御を行うことが可能
な、駆逐装置の制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するために、本考案が提供する駆逐装置の制御システムは、駆逐装置
と、ＩＯＴ制御ユニットと、信号装置と、電源装置とからなる。このうち、ＩＯＴ制御ユ
ニットは、制御処理モジュールと、駆動モジュールと、無線通信モジュールとからなり、
前記駆動モジュールは、前記駆逐装置と連結されるとともに、前記駆逐装置の状態信号を
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獲得し前記状態信号を前記制御処理モジュールへ伝送するため、前記制御処理モジュール
と信号で連結され、更に前記駆動モジュールは、前記制御処理モジュールより伝送された
制御指令を受け取ってから、前記駆逐装置に発送させ、また、前記無線通信モジュールの
信号は、前記状態信号を受け取るとともに前記制御指令を前記制御処理モジュールに伝送
するために、前記制御処理モジュールと信号で連結され、前記信号装置は、前記無線通信
モジュールによって無線で前記状態信号を受信するとともに前記制御指令を前記無線通信
モジュールに無線で発送するために、前記無線通信モジュールと連結され、前記電源装置
は、前記ＩＯＴ制御ユニットの電源を供給するために、電気的に前記制御処理モジュール
と連結される。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案の効果は、ユーザーが携帯電話のような信号装置とＩＯＴ制御ユニットの無線伝
送によって駆逐装置の状態信号を獲得し、無線で駆逐装置の制御、設定、調整の各作用及
び機能を指令し、ユーザーが駆逐装置との相互コミュニケーションの無線伝送と制御を行
うことが可能になり、駆逐装置の操作の利便性及び実用性を増加するのである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案のシステムフロー図である。
【図２】本考案の駆逐装置の回路図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　まず、図１を参照する。本考案は駆逐装置（Ｒｅｐｅｌｌｅｒ　Ｄｅｖｉｃｅ）１０と
、ＩＯＴ制御ユニット２０と、信号装置３０と、電源装置４０とからなる。これより詳し
く説明する。
【００１０】
　前記ＩＯＴ制御ユニット２０は、制御処理モジュール２１と、駆動モジュール２２と、
無線通信モジュール２３とからなり、前記駆動モジュール２２は、前記駆逐装置１０と連
結されるとともに、前記駆逐装置１０の状態信号を獲得し前記状態信号を前記制御処理モ
ジュール２１へ伝送するため、前記制御処理モジュール２１と信号で連結され、更に前記
駆動モジュール２２は、前記制御処理モジュール２１より伝送された制御指令を受け取っ
てから、前記駆逐装置１０に発送させ、また、前記無線通信モジュール２３の信号は、前
記状態信号を受け取るとともに前記制御指令を前記制御処理モジュール２１に伝送するた
めに、前記制御処理モジュール２１と信号で連結される。
【００１１】
　前記信号装置３０は、前記無線通信モジュール２３によって無線で前記状態信号を受信
するとともに前記制御指令を前記無線通信モジュール２３に無線で発送するために、前記
無線通信モジュール２３と連結される。
【００１２】
　前記電源装置４０は、前記ＩＯＴ制御ユニット２０の電源を供給するために、電気的に
前記制御処理モジュール２１と連結される。
【００１３】
　実施例では、駆逐装置１０は、動物、昆虫の駆逐装置、或いは捕獲訓練装置の内のいず
れか一つである。
【００１４】
　駆逐装置１０は、音波、超音波、振動、光線、臭いなどの方法で人間、野生動物、鼠、
虫などの生物を駆逐する駆逐装置の内のいずれか一つである。
【００１５】
　実施例では、ＩＯＴ制御ユニット２０はＩＯＴ制御システム（ＩＯＴ　ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｓｙｓｔｅｍ）から選定される。
【００１６】
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　実施例では、無線通信モジュール２３は、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ）(登録商標)、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）など無線受発信モジュールの内のいずれか一つである。
【００１７】
　実施例では、制御処理モジュール２１は、センサー管理モジュール２４と信号で連結さ
れ、また、センサーの感応信号を受け取るため、センサー管理モジュール２４はセンサー
（Ｓｅｎｓｏｒ）５０と連結され、続いて前記駆動モジュール２２の指令によって前記駆
逐装置１０を制御し、所定の作用、機能を行う。
【００１８】
　実施例では、センサー５０は、光線、音声、接触、磁気、移動、レーダーなどを使用す
るセンサー装置の内のいずれか一つである。
【００１９】
　実施例では、制御処理モジュール２１は、マニュアル制御の表示インターフェース（Ｍ
ａｎｕｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ａｎｄ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）６０と連結
され、前記マニュアル制御の表示インターフェース６０は、ハードウェアスイッチ及びＬ
ＥＤ／ＬＣＤ表示機（図面に未表示）とからなり、ユーザーに対する操作の利便性及び本
考案の駆逐装置の制御システム状態を表示するのに用いられる。
【００２０】
　実施例では、信号装置３０は、個人情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａ
ｓｓｉｓｔａｎｔ，ＰＤＡ）であり、特に携帯電話、ノートパソコン、タブレット端末、
ゲートウェイ、時計、バングル、ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ仮想現実）装置
の内のいずれか一つである。
【００２１】
　実施例では、信号装置３０には、前記無線通信モジュール２３と相互受発信する信号装
置通信モジュールが設けられ、前記信号装置通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブ
ルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）(登録商標)、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅ
ａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）など無線受発信モジュールの内のいず
れか一つである。
【００２２】
　実施例では、電源装置４０は、交流、直流、太陽エネルギーなどの電源供給装置の内の
いずれか一つである。
【００２３】
　実施例では、外部からの電源を管理するため、前記電源装置４０と制御処理モジュール
２１の間には、電源管理モジュール２５が配置される。さらには、前記電源装置４０は、
充電式電源を使用する場合、充電管理、過充電保護、過放電保護、低電圧警報の機能を行
うことが可能であるとともに、前記信号装置３０から前記制御処理モジュール２１に通過
する制御指令を受け取り、電源供給の開閉、或いは電源状況を前記制御処理モジュール２
１に反映してから、前記無線通信モジュール２３で信号装置３０に反映することが可能で
ある。それにより、ユーザーに本考案の電源状況を把握させることができる。
【００２４】
　上記では本考案の各部構成についての説明を行った。続いては、各部構成の使用、操作
、原理、作用特性について説明する。
【００２５】
　図１を参照する。ユーザーが使用する際、信号装置３０とＩＯＴ制御ユニット２０の無
線伝送で駆逐装置１０の状態信号を受け取り、さらに、無線の方法で、駆逐装置１０の各
項目の作動及び機能を、指令制御、設定、調整することができる。それにより、ユーザー
が駆逐装置１０と相互コミュニケーションの無線伝送と制御を行うことが可能になり、駆
逐装置１０の操作の利便性及び実用性を高めることができる。
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【００２６】
　次に、図２を参照する。実施例では、本考案の駆逐装置１０の回路図には複数個の焦電
系赤外線センサー１１が設けられ、信号装置３０により、ＩＯＴ制御ユニット２０で焦電
系赤外線センサー１１の感知距離を設定することができ、即ち動物、昆虫が駆逐装置１０
との距離が設定した距離に入る場合、複数個のスピーカー１２で超音波の周波数、或いは
フラッシュ１３で点滅光線を発生するような駆逐動作を行う。
【００２７】
　また、信号装置３０により、ＩＯＴ制御ユニット２０でスピーカー１２の発生する超音
波の周波数、或いはフラッシュ１３で発生する点滅光線のモードを設定できる。
【００２８】
　また、信号装置３０により、ＩＯＴ制御ユニット２０で駆逐装置１０のスイッチ１４の
オン／オフを設定でき、オフ時間については、昼間にオフし夜にオンするなどの設定がで
きる。
【００２９】
　また、信号装置３０により、ＩＯＴ制御ユニット２０で駆逐装置１０の電力状態を得ら
れることでバッテリーの交換時間を把握できるようになる。
【符号の説明】
【００３０】
１０　駆逐装置
１１　焦電系赤外線センサー
１２　スピーカー
１３　フラッシュ
１４　スイッチ
２０　ＩＯＴ制御ユニット
２１　制御処理モジュール
２２　駆動モジュール
２３　無線通信モジュール
３０　信号装置
４０　電源装置
５０　センサー
６０　マニュアル制御の表示インターフェース
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【図１】 【図２】

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月28日(2019.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　駆逐装置と、ＩＯＴ制御ユニットと、信号装置と、電源装置とからなる、駆逐装置の制
御システムであって、
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、制御処理モジュールと、駆動モジュールと、無線通信モジ
ュールと、からなり、前記駆動モジュールは、前記駆逐装置と連結されるとともに、前記
駆逐装置の状態信号を獲得し前記状態信号を前記制御処理モジュールへ伝送するため、前
記制御処理モジュールと信号で連結され、更に前記駆動モジュールは、前記制御処理モジ
ュールより伝送された制御指令を受け取ってから、前記駆逐装置に発送させ、また、前記
無線通信モジュールの信号は、前記状態信号を受け取るとともに前記制御指令を前記制御
処理モジュールに伝送するために、前記制御処理モジュールと信号で連結され、
　前記信号装置は、前記無線通信モジュールによって無線で前記状態信号を受信するとと
もに前記制御指令を前記無線通信モジュールに無線で発送するために、前記無線通信モジ
ュールと連結され、
　前記電源装置は、前記ＩＯＴ制御ユニットの電源を供給するために、電気的に前記制御
処理モジュールと連結される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項２】
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　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記駆逐装置は、動物、昆虫の駆逐装置、或いは捕獲訓練装置の内のいずれか一つであ
る
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記駆逐装置は、音波、超音波、振動、光線および臭いのなかから選択される一以上の
方法で人間、野生動物、鼠および虫のうちの一つ以上を駆逐する駆逐装置である
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、ＩＯＴ制御システム（ＩＯＴ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｙｓｔ
ｅｍ）から選定される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記無線通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ）（登録商標）、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎ
ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールの内のいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記制御処理モジュールは、センサー管理モジュールと信号で連結され、センサー管理
モジュールはセンサー（Ｓｅｎｓｏｒ）と連結され、それにより、前記センサー管理モジ
ュールは前記センサーのセンサー信号を受け取るとともに、前記駆動モジュールの指令に
よって前記駆逐装置を制御し作動させる
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記センサーは、光線、音声、接触、磁気、移動、および、レーダーのなかから選択さ
れる１以上を使用するセンサー装置のうちのいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記制御処理モジュールは、マニュアル制御の表示インターフェース（Ｍａｎｕｌ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ａｎｄ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と連結され、前記マニュ
アル制御の表示インターフェースは、ハードウェアスイッチ及びＬＥＤ／ＬＣＤ表示機と
からなる
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項９】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記信号装置は、個人情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ，ＰＤＡ）、携帯電話、ノートパソコン、タブレット端末、ゲートウェイ、時計、バ
ングル、ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ仮想現実）装置の内のいずれか一つであ
る
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記信号装置には、前記無線通信モジュールと相互受発信する信号装置通信モジュール
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が設けられ、
　前記信号装置通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ）（登録商標）、ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅ
ｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、および、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールのうちのいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記電源装置は、交流、直流、および、太陽エネルギーのうちの一つ以上をもちいる電
源供給装置のうちのいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　外部からの電源を管理するため、前記電源装置と前記制御処理モジュールの間に電源管
理モジュールが配置される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【手続補正書】
【提出日】令和1年8月23日(2019.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　駆逐装置と、ＩＯＴ制御ユニットと、信号装置と、電源装置とからなる、駆逐装置の制
御システムであって、
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、制御処理モジュールと、駆動モジュールと、無線通信モジ
ュールと、からなり、前記駆動モジュールは、前記駆逐装置と連結されるとともに、前記
駆逐装置の状態信号を獲得し前記状態信号を前記制御処理モジュールへ伝送するため、前
記制御処理モジュールと信号で連結され、更に前記駆動モジュールは、前記制御処理モジ
ュールより伝送された制御指令を受け取ってから、前記駆逐装置に発送させ、また、前記
無線通信モジュールの信号は、前記状態信号を受け取るとともに前記制御指令を前記制御
処理モジュールに伝送するために、前記制御処理モジュールと信号で連結され、
　前記信号装置は、前記無線通信モジュールによって無線で前記状態信号を受信するとと
もに前記制御指令を前記無線通信モジュールに無線で発送するために、前記無線通信モジ
ュールと連結され、
　前記電源装置は、前記ＩＯＴ制御ユニットの電源を供給するために、電気的に前記制御
処理モジュールと連結される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記駆逐装置は、動物、昆虫の駆逐装置、或いは捕獲訓練装置の内のいずれか一つであ
る
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記駆逐装置は、音波、超音波、振動、光線および臭いのなかから選択される一以上の
方法で人間、野生動物、鼠および虫のうちの一つ以上を駆逐する駆逐装置である
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
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【請求項４】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記ＩＯＴ制御ユニットは、ＩＯＴ制御システム（ＩＯＴ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｙｓｔ
ｅｍ）から選定される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記無線通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ＲＦ、ブルートゥース（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ）（登録商標）、　ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールの内のいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記制御処理モジュールは、センサー管理モジュールと信号で連結され、センサー管理
モジュールはセンサー（Ｓｅｎｓｏｒ）と連結され、それにより、前記センサー管理モジ
ュールは前記センサーのセンサー信号を受け取るとともに、前記駆動モジュールの指令に
よって前記駆逐装置を制御し作動させる
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記センサーは、光線、音声、接触、磁気、移動、および、レーダーのなかから選択さ
れる１以上を使用するセンサー装置のうちのいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記制御処理モジュールは、マニュアル制御の表示インターフェース（Ｍａｎｕｌ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ａｎｄ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と連結され、前記マニュ
アル制御の表示インターフェースは、ハードウェアスイッチ及びＬＥＤ／ＬＣＤ表示機と
からなる
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項９】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記信号装置は、個人情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ，ＰＤＡ）、携帯電話、ノートパソコン、タブレット端末、ゲートウェイ、時計、バ
ングル、ＶＲ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅａｌｉｔｙ仮想現実）装置の内のいずれか一つであ
る
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　前記信号装置には、前記無線通信モジュールと相互受発信する信号装置通信モジュール
が設けられ、
　前記信号装置通信モジュールは、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ＲＦ、ブルートゥース（
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）（登録商標）、ＷＩＦＩ、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、および、ＮＦＣ（近距離無線通信、Ｎｅａｒ　
Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）の無線受発信モジュールのうちのいずれか一
つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
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　前記電源装置は、交流、直流、および、太陽エネルギーのうちの一つ以上をもちいる電
源供給装置のうちのいずれか一つである
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載の駆逐装置の制御システムにおいて、
　外部からの電源を管理するため、前記電源装置と前記制御処理モジュールの間に電源管
理モジュールが配置される
　ことを特徴とする駆逐装置の制御システム。
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